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 年の瀬も近くなり、

き新世紀を迎え、激動

として新しい時代を拓

行事のご案

 

日本経営士会

  
会 場：東横イン千
日 時：12 月２日(
テーマ：「E ビジネス

 
東横イン千葉ポートスク

☆ 交通のご案内 
・ 千葉年モノレール千

・ JR 京葉線千葉みな

・ JR 千葉駅より徒歩

・ JR 千葉駅より送迎

 

 

 

 

 

 

 ☆今世紀最後の懇親

さん奮ってご参加くだ

  日 時：平成 12

  場 所：習志野市

  会 費：４，００

☆参加ご希望の方は、

 

千葉県会 会報千葉葉県県会会  会会報報
発行 (社)日本経営士会千葉県会 

会長 金子 昭 
〒275-0026 習志野市谷津 7-7-63-201 
TEL 047-471-0355  FAX 047-471-0453 

 編集 事務局 副会長 原 弘行 （会報担当）鈴木伸一
日々慌ただしさが増しています。来年は 2001 年、２１世紀です。来るべ

の社会情勢を見据えた画期的な将来ビジョンが望まれています。千葉県会

くプロジェクトが計画されています。ぜひご参加ください。 

内 

千葉県会､千葉県能率協会､中小企業診断協会千葉県支部 
三会合同研修会のお知らせ 

葉ポートスクウェア（下記地図参照）  
土) 14:00～  
と流通革命」 

エア 

葉市役所前駅より徒歩５分 
と駅より徒歩 10 分 
15 分 
バスあり 

平成 12 年懇親会のお知らせ 

会です。千葉県会新世紀へ向けての展望を楽しく話し合いましょう。みな

さい。 

年 12 月 16 日(土) 17:00 より 

 京成大久保駅下車 庄や 

０円 
同封いたしますご案内・出欠連絡でお申し込みください。 
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企業経営経営研究会 開催記 

平成 12 年９月９日(土)  10:30～12:00 
習志野市 大久保公民館 にて 
テーマ：経営倫理と経営士のかかわりについて 
講 師：吉井 秀成 会員 
 
最初に日本経営士会の倫理委員会（宇賀田登茂男委員長）が今まで、特別委員会として棚上げ

状態にあったが、昨年７月に常設委員会として実施することいに決定し、これまで９回の委員会

を開催し、その活動状況について宇賀田先生が今回欠席のために講師の吉井先生が報告し本題に

入った。 

(Ⅰ)経営倫理とはなにか？「経営」と「倫理」は矛盾するではないか？社会が要求している企

業の経営倫理について 

(Ⅱ)アメリカでの産・学による経営倫理で「アメリカではセクハラが横行しているので”更衣

室にまで”監視カメラがある」とか、また経営倫理学は経営学の最先端分野である。 

(Ⅲ)何故、今わが国で「経営倫理」が問われるか？では、最近の雪印乳業の事例を挙げて説明・

最近では政治や企業への不信感が強くなっている。 

(Ⅳ)各大学、大学院（神奈川大学、上智大学、高千穂商科大学、立正大学）における経営倫理・

企業倫理等の講義内容について、それぞれの大学の特徴についての講義があった。 

その他に朝の五つの誓いを詳解したが１時間半という短い時間では語りつくせない部分があ

ったようだ。午後はＭＰＰ研修を行い、夕方５時から近くの居酒屋で”総勢１５人で”今後の研修

のあり方等について語りあい、とても有意義であった。 

 

記 鶴岡 義明 
 
 

今日一日 
①三つの恩を忘れ
②人の悪口を言わ
③気づいたことは
④腹を立てず不足
⑤三つの無駄を排

 

五つの誓い 

ず喜んで働きます。 
ず己の善を語りません。 
身軽にすぐ行います。 
の思いをいたしません。 
し、新しく大地に生き貫きます。 



No.５６(3) 

北総地区研究会 開催記 

平成 12 年 10 月 14 日(土) 14 時から  場 所 あびこ市民プラザ 
テーマ：最近の IT の動向(インターネットを中心として)  
講 師：鈴木 伸一 会員 
 

 IT について、総括的に且つ項目別に整理して、実務的に極めて分かり易い解説がなされた。 

１． IT とは何か 

(1).IT とは(Information Technology)情報技術を総括して言う。IT は現実的にはインターネ

ットのことであり、パソコンと通信技術によって成り立っている。 

(2).インターネットを利用する理由は、①低コストである、②インターネット利用技術の高

度化、③セキュリティ技術を始めとする安全性の確保、④社会での認識度向上、⑤イン

ターネット人口の増大による市場の拡大による。 

(3).その効果は、①情報技術が経営に統合される、②経営環境の変化に対応できる、③意思

決定をスピードアップする、④経営組織をフレキシブルにする、⑤企業規模を超越する

ことが出来るなどがあり、経営そのものを変革することができる。 

２． 電算化と IT の違い 

(1).従来の電算化は、企業活動の一部の機械化、既存のサービスの高速化しか実現出来なか

ったが、現在の IT 化とは、従来のサービスを高度化するだけではなく、コンピュータ

やネットワークを使いこなすことを前提に、新しいサービス、業種や業態が成立する。 

３． IT 革命による企業変革の波 

(1).従来の電算化は、企業活動の一部の機械化、既存のサービスの高速化しか実現出来なか

ったが、現在の IT 化とは、従来のサービスを高度化するだけではなく、コンピュータ

やネットワークを使いこなすことを前提に、新しいサービス、業種や業態が成立する。 

４． 企業と IT、ビジネスマンと IT 

(1).企業と IT 基幹情報システムの統合的管理により、営業力のアップ(SFA)・顧客満足へ

の対応(CRM)・受発注・物流の効率化(EDI･SCM)、ｅマーケティングによる市場調査・

宣伝・広報活動の活性化その他、財務・経理面の情報公開(IR)による株主・投資家への

信頼など間接部門と、外部環境・ステークホルダーズの接点の効率化が現在の IT の最

大目標となっている。 

(2).ビジネスマンと IT ホワイトカラーの生産性向上させるための IT 導入は、スケジュー

ル管理・文書管理・情報の共有・電子メール・電子会議・資源管理などと共に、HRM

分野において IT は利用され、時間効率・作業効率・営業効率を上げ、人材評価や人材

の有効活用、人事業務の生産性向上に役立っている。 
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５． 統合する IT 

(1).顧客との接点 顧客満足の増大を企業と永続的関係を実現する(CRM)ために、CRM の

チャネルをインターネットに集中することで効率的な CRM を実現できる。 

(2).サプライチェーンの効率化 取引先間の受発注、資材調達から在庫管理・製品配達まで、

事業活動の川上から川下までを、情報システムを使って、総合的に管理するシステムで、

過剰在庫や品切れなどの無い商品在庫管理や、運送経費・商品管理費用のトータルコス

トを削減し、物流のジャスト・イン・タイム化の限界を追求する。 

６． インターネットの進化 

(1).インターネットとはＴＣＰ／ＩＰプロトコル（通信規約）を用いて、全世界のネットワ

ークを相互に接続した巨大なコンピュータネットワークである。利用できるサービスは

ＷＷＷ・メール・メーリングリスト・ニュースグループ・ＩＲＣ(Internet Relay Chat：

チャット)・IM(Instant Messanger)などがある。 

など、IT の全てにわたって解説した。特に IT 用語総覧とインターネット技術用語解説は、今

まで断片的に IT 情報として頭の中で混乱していたものが、今回の研修で整理され、全体的な

IT の姿が見られるようにあったのはありがたい。受講者全員寂として声無く、真剣なそして

時期を得た研修会であった。 

 

記 轟木 一三 
 
 
 

tt  

 

IInntteerrnnee
IT 
Information Technology 
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会議・研究会報告 

企業経営研究会 

平成 12 年９月９日(土) 10:00～12:00 会 場 大久保公民館 

テーマ 経営倫理と経営士のかかわりについて 講 師 吉井秀成 会員 

参加者 吉井秀成、池木尊志、金子 昭、岩野邦久、河井成夫、佐藤昭保、轟木一三、 

松永清美、村松 正、若月英司、川崎秀雄、鶴岡義明 

 

月例研修会 

平成 12 年９月９日(土) 13:00～  会 場 大久保公民館 

テーマ MPP:買物客アンケート調査の結果から商店街活性化策を探る 

参加者 吉井秀成、金子 昭、岩野邦久、河井成夫、轟木一三、松永清美、 

村松 正、若月英司、鶴岡義明、鈴木伸一、佐藤昭保 

 

北総地区研究会 

平成 12 年 10 月 14 日(土) 14:00～  会 場 あびこ市民プラザ 
テーマ 最近の IT の動向－ｲﾝﾀー ﾈｯﾄを中心として－ 講 師 鈴木伸一 会員 
参加者 山口義国、浅田 茂、金子 昭、吉井秀成、川崎秀雄、鈴木伸一、若月英司、 

鶴岡義明、轟木一三、染谷文夫、河井成夫、佐藤昭保 

 

 

 

 

 

 

 

記事・投稿募集のお願い 
記事、投稿をお待ちしております。ご協力お願い頂ける方は広報担当 鈴木まででお送りください。 
TEL&FAX：０４７１－３３－１３０３ MAIL：shin_suzuki@nifty.com  
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研究会開催のお知らせ 

合同研究会 
テーマ 会計革命 
講 師 金子 昭 会員 
日 時 平成 12 年 12 月 16 日(土) １４：００～１７：００ 
会 場 習志野市 大久保公民館 
☆新プロジェクト説明会、懇親会も同日に開催いたします。 

北総地区研究会 
テーマ 今後の人事管理の方向性 
講 師 染谷 文夫 会員 
日 時 平成 13 年２月３日(土) １４：００～１７：００ 
会 場 未定：予定船橋地区（参加申込み者に追って通知します） 
☆終了後新年会を開催する予定です。詳しくは改めて連絡いたします。 
☆参加ご希望の方は、FAX で下記宛てまでお申し込みください。 

染谷文夫会員 Tel & Faｘ：０４７－３４１－６７７２ 

北関東支部 MPP（千葉県会が当番につき奮ってご参加願います） 

日 程 平成 13 年２月 17 日(土)～２月 18 日(日) 
会 場 国民宿舎「しおさい」 安房郡丸山町白子字吉田 2792 Tel：0470-46-3311 
集合場所： 京成津田沼駅前(10:00)、JR 津田沼駅南口千葉工業大学前(10:30) 
申込み期限：平成１３年１月２５日まで 
参加費：  １３，０００円 

☆参加ご希望の方は、総務若月会員までお申し込みください。別途案内状をお送りします。 
若月英司会員 Tel ：０４３－２４７－５０７８  Faｘ：０４３－２４７－５０８２ 

新プロジェクト参加希望者募集のお知らせ 

 千葉県会有志による県会活性化プロジェクトの第１弾として、経営能力開発講座開講のための

プロジェクトを発足します。つきましては、カリキュラム策定、テキスト作成、講義・講習の実

施など、プロジェクトに参加してお手伝い頂ける方を募集いたします。 

 詳しくは平成 12 年 12 月 16 日(土)に開催される合同研究会の場で説明会を開催しますのでご

参加ください。今後の予定としては、平成 13 年２月 10 日(土)に開催される北総地区研究会の場

で何らかの形で発表を行いたいと思っています。 

連絡先 宇加田登茂男会員 Tel：０４７－４８３－４３３５ Fax：０４７－４８６－５７８８ 
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